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◆立候補の届け出
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中垣さん（高樋）

立候補
するには？

投 票
するには？

25歳
以上

18歳
以上

　自分
で
よ
く
考
え
て
投
票

し
ま
す
。
家
が
農
家
な
の

で
、
農
業
支
援
や
災
害
対
策

に
力
を
入
れ
る
人
に
期
待
し

た
い
で
す
。

中松さん（今）中松さん

　政治
を
他
人
ご
と
だ
と
思

わ
ず
、
自
分
の
こ
と
と
捉
え

て
投
票
に
行
き
た
い
で
す
。

教
育
の
充
実
な
ど
に
関
心
が

あ
り
ま
す
。

堀江さん（鳥飼）堀江さん

　最近
は
若
い
人
の
投
票
率

が
低
い
よ
う
で
す
が
、
自
分

の
地
元
の
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
選
挙
に
も
足
を
運
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

12名の議員 が誕生

◆立候補の準備

　事前に立候補説明会が開かれます。今回からは供
託と選挙公営の制度が始まるため、15万円を法務局
に供託するなどの準備が必要です（一定の票を得れば
返還され、選挙費用の一部が町から支給されます）。

　告示日は、役場で立候補
の届け出をおこないます。
　届け出が受け付けられる
と、拡声器などの許可証が交付され、選挙カーを使った
りできるようになります。

◆選挙運動

　告示日から5日間、選挙運動が許可され
ます。選挙事務所を開いたり、選挙カーや
電話、SNSでの投票呼びかけができます。
個人演説会や法定ビラ、選挙公報で政見を
訴えることもできます。

◆投票する

　投票日のほかに、告示の翌日から期日前投
票ができます。投票率の向上をめざし始まった
制度です。
　このほか、郵便投票などの制度もあります。

◆開票

　5個の投票箱を集め、投票日の午後9時か
ら、いっせいに開票作業を始めます。
　近年は開票の迅速化により、早めに当確が
判明しています。

◆投票所入場券
　（選挙ハガキ）が届く

◆告示

　告示の数日前に、町役場から選挙ハガキが全
有権者に郵送されます。これを投票所に持参し
て投票します。（ハガキがなくても投票できます）

　選挙が告示されると、各候補者が選挙
運動を始めます。選挙管理委員会は候補
者の政見をまとめた選挙公報を全戸に配
布しますので、選択の参考となるでしょう。

　もっとも重要な権限のひとつに「議決権」があります。町
長が提案する予算案や決算案、条例案などに対し、賛否の
議決や修正をおこなうことができます。
　このほか、調査権、意見表明権など、住民を代表して町
の意思決定をおこなうための権限が与えられています。

　公務の活動日数は議員の役職により大きな
開きがありますが、議員の報酬は4段階で設定
しています。

期末手当は、報酬月額の約2.4カ月分が1年間に支給
されます。

・政務活動費
・会議出席時の費用弁償　　ありません
・議員年金

　年4回の定例会（3、6、9、12月）に出席して議案の審議
をおこなうほか、それ以外の時期も委員会調査や研修があ
り、議員個人の調査活動にも励んでいます。
　また、近年は議会モニターとの意見交換や、5月の議会
報告会など、住民の皆さんとの懇談・報告活動も活発に実
施しています。

● 議会の権限は？1

● 議員の待遇は？3

● 議員の仕事は？2

■議員の報酬月額（平成24年改定）
議長（1名）
副議長（1名）
常任委員長（3名）
議員（7名）

34万1000円
27万1000円
24万6000円
24万1000円

そのほかの手当は？

※定数は12名ですが、
　現時点は欠員2名のため
　10名です。

当選した議員は、4年の任期中、住  民代表として法令にもと
づき活動します。
　町の意思決定に関わる重要な任務  です。

朝倉高
校 3年

の

みなさん
に聞きま

した

　大刀洗町議会の定数は12名です。   4年前の選挙は、立候補が
12名だったため32年ぶりの無投票と   なりました。
　町村の選挙期間は5日間です。   各候補者は、公職選挙法
などの規定にもとづき、政見をうった   え、当選をめざします。
　投票、立候補、ともに町内に住民  票があり、3カ月以上継続
して居住していることが条件です。

◆立候補の届け出
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　５月12日から19日にかけ４カ所で開催し、92名の方に
参加いただきました。ご意見は議員全員で対応を協議
し、９月に回答を公表する予定です。皆さんの声を政策提
言や議会運営に生かすよう、議員一同がんばります。
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大刀洗校区
・国道322号は中学生の通学路を兼ねており、交通量が多
く事故などが多発する恐れがある。
・大刀洗川は冠水するので早期に改修を。
・乗り合い定額タクシーを町外まで拡大してほしい。
・近代的な遊具施設や公園の設置を。
・見守り隊は毎日活動しなければならない。報酬はないの
に、責任は重い。

菊池校区

●　議会から　●

・住居の近くに子どもが遊ぶための広場を。
・西太刀洗駅の駐車場は老人クラブで除草作業をしてい
るが、高齢なため酷である。
・通学路は歩道が狭すぎる。通学時間帯は一方通行か通行
止めにしてほしい。
・保護者も月に1度くらい見守りに参加してほしい。

　各校区から特徴的な意見が出されましたが、その他にも、危
険な通学路の整備、防犯灯の設置などが共通意見として出さ
れました。簡単には解決できない課題も多いですが、議会で議
論のうえ、とりまとめて町長にも提出します。

大堰校区
・大堰駅前の踏切交差点の改良がされるよ
うだが、当面の安全対策と早急な改良を。
・小石原川は10年で5回あふれた。改修
を早く。
・大堰神社前の道路はスピードを出すの
で対策が必要。
・避難所での「ろうあ者」への配慮を。
・床島への排水ポンプの設置を早く。

本郷校区
・狭く、歩道がない通学路は危険。早急な
整備を。
・ヤングケアラー問題を考えてほしい。
・校区センターに資源回収ステーション
が設置されたが、データがないので効
果が見えない。
・地域奉仕作業は高齢化しているので、
若者の参加をお願いしたい。
・空き家対策を進めてもらいたい。

議員のなり手不足の解消を

・議員のなり手不足による無投票は良くない。議会
活性化のためには選挙が必要。
・若い人が仕事をもって参加できる議会にしては。
・議員報酬の増額を考えては。
・議員定数に女性枠を設けてはどうか。

消防団員の選任はどうする
・消防団員の候補者探しなど、役員の負担が大きい。
・なり手不足を踏まえ現状に合った消防団にすべき。
・消防団協力金は分団ごと均等割りにできないか。
・女性消防団員の活動の詳細がわからない。

その他のご意見
・防犯灯や防犯カメラの設置を。
・区長が解決できない課題が多い。
・要望事項への継続的な働きかけを。
・意見や提言などに対する議会の回答が見えない。
・食事ができない児童がいるので子ども食堂を。

第13回
議会報告会を
開催しました

　初め
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
議
会
の
活
動
状

況
が
分
か
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
高
樋
に
設
置

予
定
の
調
節
池
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　民生
委
員
に
な
っ
た
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
懇
談
す
れ
ば
も
っ
と

深
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　議員
か
ら
声
が
か
か
っ

た
の
で
参
加
し
た
が
、
有

意
義
で
し
た
。
気
軽
に
話

せ
る
場
は
貴
重
で
あ
り
、

も
っ
と
時
間
が
ほ
し
か
っ

た
で
す
。

　ご意
見
は
す
べ
て
議
会

へ
持
ち
帰
り
、議
員
全
員
で

対
応
を
協
議
し
ま
す
。回

答
を
ま
と
め
、議
会
だ
よ
り

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　今回
も
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、

委
員
会
ご
と
に
対
応

を
調
査
中
で
す
。

黒木議会運営委員長黒木議会運営委員長

国道322号バイパスの
早期実現を。

大堰駅前の交差点改善は
いつごろに。

通学路の早急な整備を。

子どもが遊ぶための
広場を。

声
議
会
報
告
会

6～8月 5月
分
野
別
に
整
理
し
、

委
員
会
で
対
応
を
協
議

取
り
ま
と
め
、

回
答
を
公
表

町
の
予
算
編
成
や

事
業
計
画
に

生
か
す
よ
う
求
め
ま
す

9月10月 皆
さ
ん
か
ら
の

は…
…
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大刀洗校区
・国道322号は中学生の通学路を兼ねており、交通量が多
く事故などが多発する恐れがある。
・大刀洗川は冠水するので早期に改修を。
・乗り合い定額タクシーを町外まで拡大してほしい。
・近代的な遊具施設や公園の設置を。
・見守り隊は毎日活動しなければならない。報酬はないの
に、責任は重い。

菊池校区

●　議会から　●

・住居の近くに子どもが遊ぶための広場を。
・西太刀洗駅の駐車場は老人クラブで除草作業をしてい
るが、高齢なため酷である。
・通学路は歩道が狭すぎる。通学時間帯は一方通行か通行
止めにしてほしい。
・保護者も月に1度くらい見守りに参加してほしい。

　各校区から特徴的な意見が出されましたが、その他にも、危
険な通学路の整備、防犯灯の設置などが共通意見として出さ
れました。簡単には解決できない課題も多いですが、議会で議
論のうえ、とりまとめて町長にも提出します。

大堰校区
・大堰駅前の踏切交差点の改良がされるよ
うだが、当面の安全対策と早急な改良を。
・小石原川は10年で5回あふれた。改修
を早く。
・大堰神社前の道路はスピードを出すの
で対策が必要。
・避難所での「ろうあ者」への配慮を。
・床島への排水ポンプの設置を早く。

本郷校区
・狭く、歩道がない通学路は危険。早急な
整備を。
・ヤングケアラー問題を考えてほしい。
・校区センターに資源回収ステーション
が設置されたが、データがないので効
果が見えない。
・地域奉仕作業は高齢化しているので、
若者の参加をお願いしたい。
・空き家対策を進めてもらいたい。

議員のなり手不足の解消を

・議員のなり手不足による無投票は良くない。議会
活性化のためには選挙が必要。
・若い人が仕事をもって参加できる議会にしては。
・議員報酬の増額を考えては。
・議員定数に女性枠を設けてはどうか。

消防団員の選任はどうする
・消防団員の候補者探しなど、役員の負担が大きい。
・なり手不足を踏まえ現状に合った消防団にすべき。
・消防団協力金は分団ごと均等割りにできないか。
・女性消防団員の活動の詳細がわからない。

その他のご意見
・防犯灯や防犯カメラの設置を。
・区長が解決できない課題が多い。
・要望事項への継続的な働きかけを。
・意見や提言などに対する議会の回答が見えない。
・食事ができない児童がいるので子ども食堂を。

第13回
議会報告会を
開催しました

一木さん
（下高橋）

　初め
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
議
会
の
活
動
状

況
が
分
か
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
高
樋
に
設
置

予
定
の
調
節
池
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

溝上さん
（冨多）

　民生
委
員
に
な
っ
た
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
懇
談
す
れ
ば
も
っ
と

深
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

松熊さん
（守部）

　議員
か
ら
声
が
か
か
っ

た
の
で
参
加
し
た
が
、
有

意
義
で
し
た
。
気
軽
に
話

せ
る
場
は
貴
重
で
あ
り
、

も
っ
と
時
間
が
ほ
し
か
っ

た
で
す
。

　ご意
見
は
す
べ
て
議
会

へ
持
ち
帰
り
、議
員
全
員
で

対
応
を
協
議
し
ま
す
。回

答
を
ま
と
め
、議
会
だ
よ
り

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　今回
も
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、

委
員
会
ご
と
に
対
応

を
調
査
中
で
す
。

国道322号バイパスの
早期実現を。

大堰駅前の交差点改善は
いつごろに。

通学路の早急な整備を。

子どもが遊ぶための
広場を。

声
議
会
報
告
会

6～8月 5月
分
野
別
に
整
理
し
、

委
員
会
で
対
応
を
協
議

取
り
ま
と
め
、

回
答
を
公
表

町
の
予
算
編
成
や

事
業
計
画
に

生
か
す
よ
う
求
め
ま
す

9月10月 皆
さ
ん
か
ら
の

は…
…
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町
長
の
専
決
処
分
1
件
を
不
承
認

中
央
公
民
館
の
工
事
繰
り
越
し
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　専
決
処
分
を
不
承
認

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　
　  

雇
用
形
態
を
変
更

令
和
４
年
４
月
５
日

地
場
業
者
の
育
成
。
分
割
し

て
も
工
事
が
可
能
で
工
程
が
短

縮
で
き
る
。
工
事
費
の
上
昇
は

2.5
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
考
え
る
。

議員

長
助
塚
た
め
池
を
２
工
区
に
分

割
し
た
理
由
は
。工
事
費
が
高
く

な
る
の
で
は
。

議員

　前
払
い
金
の
支
出
が

な
い
と
分
か
っ
た
時
期

は
。予
算
の
管
理
体
制
が
ず
さ

ん
で
は
。

議員

　2
度
と
も「
時
間
的
余

裕
が
な
い
」と
す
る
理
由

に
客
観
性
が
な
い
の
で
は
。

課長

　年
度
末
の
3
月
30
日

に
分
か
っ
た
。担
当
課
と

財
政
係
で
チ
ェッ
ク
し
て
い
る
が

相
互
の
連
絡・連
携
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

課長

　思
い
込
み
と
失
念
が
、

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招

い
た
と
考
え
て
い
る
。

専
決
処
分
と
は

　6
月
の
定
例
会
で
は
、特
に

町
長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
議

論
と
な
り
、5
件
の
専
決
処
分

の
う
ち
1
件
を
不
承
認
と
し
ま

し
た
。そ
れ
以
外
の
議
案
は
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
来
は
議
会
の
議
決
が

必
要
な
案
件
で
も
、議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
な
ど
に
、町
長
が
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
決
裁

す
る
こ
と
。専
決
処
分
は
事

後
に
議
会
の
承
認
が
必
要

で
す
が
、不
承
認
と
な
っ
た

場
合
で
も
決
裁
の
効
力
は

失
わ
れ
ま
せ
ん
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
分
の
予
算
に
つ
い
て
、
１
名
は

雇
用
型
か
ら
委
託
型
へ
、
１
名
は
担
当
課
を
変
更
す
る
た
め

予
算
の
補
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
間
的
余
裕
が
な

い
と
の
理
由
で
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　子
育
て
世
帯
生
活
支
援
に
関
す
る
予
算
、
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
専
決
処
分
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
承
認
し
ま
し
た
。

　4
件
の
う
ち
3
件
の
入
札
結
果
は

住
民
に
説
明
し
が
た
く
、再
度
入
札
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
。

1億8202万円

7086万円

　令和６年度からの「子ども家庭総合支援拠点」
を設置するため、必須となる相談室や親子が遊ぶ

スペースなどを整備。ま
た、教育支援センター
を併設予定です。

　3カ所のため池浚
せつ工事を実施し、下
流域の農地などの洪
水被害や土砂流出被
害の軽減を図ります。

　専
決
処
分
は
議
会
の
審

議
権
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
議
会
対
応
の
た
め

に
も
不
承
認
と
す
べ
き
。

　４
年
度
内
の
工
事
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、町
は
工
事
費

の
う
ち
２
億
円
あ
ま
り
を
専
決

処
分
で
翌
年
度
に
繰
り
越
し

令
和
５
年
３
月
31
日

　年
度
内
に
前
金
の
請
求
が
な

く
、５
年
度
に
全
額
支
払
う
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、町
は
３
億
６

千
万
円
あ
ま
り
を
再
度
専
決
処

分
で
翌
年
に
繰
り
越
し

令
和
５
年
６
月
18
日

　2
度
目
の
専
決
処
分
を
反
対

多
数
で
不
承
認

平
山

反  

対
平
山

反  

対

平
山

反  

対
　募
集
・
条
件
が
大
き
く
変

わ
っ
て
お
り
、
時
間
的
余
裕

が
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
議

案
と
し
て
提
案
す
べ
き
。

質
疑

経
緯

　継
続
し
て
２
名
の

協
力
隊
を
採
用
す
る

た
め
の
募
集
。
当
初
の
目
的

と
は
異
な
る
が
、
企
業
と
大

学
よ
り
応
募
が
あ
り
、
要
件

を
満
た
し
て
い
た
た
め
、
即

時
採
用
を
決
め
た
。

議員

募
集
、
応
募
な
ど

の
経
緯
が
明
確
で
な

い
。
急
を
要
す
る
と
も
考
え

ら
れ
ず
、
議
案
と
し
て
提
案

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

質
疑

質
疑

7425万円

1億395万円

1億5180万円

不承認の場合、町長は必要と認める措置を講じ議会へ報告

議員数の要件を満たさず、議会が
成立しない場合など

議会を招集する時間的余裕がない
ことが明らかである場合

議会が議決事項を議決しない場合

専
決
処
分

町
長

議
会

承
認
ま
た
は

不
承
認

ほかにも
専決処分

地域おこし

　　　　　　協力隊とは ?

　おもに都市
部の人材

を地方が受け
入れ、地

域協力活動を
通じて定

住を図る取り
組み。人件

費はすべて国
からの交

付税でまかな
われます。
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中
央
公
民
館
の
工
事
繰
り
越
し
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　専
決
処
分
を
不
承
認

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　
　  

雇
用
形
態
を
変
更

課長

地
場
業
者
の
育
成
。
分
割
し

て
も
工
事
が
可
能
で
工
程
が
短

縮
で
き
る
。
工
事
費
の
上
昇
は

2.5
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
考
え
る
。

議員

長
助
塚
た
め
池
を
２
工
区
に
分

割
し
た
理
由
は
。工
事
費
が
高
く

な
る
の
で
は
。

議員

　前
払
い
金
の
支
出
が

な
い
と
分
か
っ
た
時
期

は
。予
算
の
管
理
体
制
が
ず
さ

ん
で
は
。

議員

　2
度
と
も「
時
間
的
余

裕
が
な
い
」と
す
る
理
由

に
客
観
性
が
な
い
の
で
は
。

　年
度
末
の
3
月
30
日

に
分
か
っ
た
。担
当
課
と

財
政
係
で
チ
ェッ
ク
し
て
い
る
が

相
互
の
連
絡・連
携
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
。　思

い
込
み
と
失
念
が
、

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招

い
た
と
考
え
て
い
る
。

専
決
処
分
と
は

　6
月
の
定
例
会
で
は
、特
に

町
長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
議

論
と
な
り
、5
件
の
専
決
処
分

の
う
ち
1
件
を
不
承
認
と
し
ま

し
た
。そ
れ
以
外
の
議
案
は
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
来
は
議
会
の
議
決
が

必
要
な
案
件
で
も
、議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
な
ど
に
、町
長
が
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
決
裁

す
る
こ
と
。専
決
処
分
は
事

後
に
議
会
の
承
認
が
必
要

で
す
が
、不
承
認
と
な
っ
た

場
合
で
も
決
裁
の
効
力
は

失
わ
れ
ま
せ
ん
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
分
の
予
算
に
つ
い
て
、
１
名
は

雇
用
型
か
ら
委
託
型
へ
、
１
名
は
担
当
課
を
変
更
す
る
た
め

予
算
の
補
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
間
的
余
裕
が
な

い
と
の
理
由
で
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　子
育
て
世
帯
生
活
支
援
に
関
す
る
予
算
、
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
専
決
処
分
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
承
認
し
ま
し
た
。

　4
件
の
う
ち
3
件
の
入
札
結
果
は

住
民
に
説
明
し
が
た
く
、再
度
入
札
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
。

1億8202万円

7086万円

大 型 工 事 契 約 を 可 決

　令和６年度からの「子ども家庭総合支援拠点」
を設置するため、必須となる相談室や親子が遊ぶ

スペースなどを整備。ま
た、教育支援センター
を併設予定です。

　3カ所のため池浚
せつ工事を実施し、下
流域の農地などの洪
水被害や土砂流出被
害の軽減を図ります。

　専
決
処
分
は
議
会
の
審

議
権
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
議
会
対
応
の
た
め

に
も
不
承
認
と
す
べ
き
。

　４
年
度
内
の
工
事
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
、町
は
工
事
費

の
う
ち
２
億
円
あ
ま
り
を
専
決

処
分
で
翌
年
度
に
繰
り
越
し

　年
度
内
に
前
金
の
請
求
が
な

く
、５
年
度
に
全
額
支
払
う
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、町
は
３
億
６

千
万
円
あ
ま
り
を
再
度
専
決
処

分
で
翌
年
に
繰
り
越
し

　2
度
目
の
専
決
処
分
を
反
対

多
数
で
不
承
認

平
山

反  

対
平
山

反  

対

平
山

反  

対
　募
集
・
条
件
が
大
き
く
変

わ
っ
て
お
り
、
時
間
的
余
裕

が
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
議

案
と
し
て
提
案
す
べ
き
。

質
疑

経
緯

課長

　継
続
し
て
２
名
の

協
力
隊
を
採
用
す
る

た
め
の
募
集
。
当
初
の
目
的

と
は
異
な
る
が
、
企
業
と
大

学
よ
り
応
募
が
あ
り
、
要
件

を
満
た
し
て
い
た
た
め
、
即

時
採
用
を
決
め
た
。

議員

募
集
、
応
募
な
ど

の
経
緯
が
明
確
で
な

い
。
急
を
要
す
る
と
も
考
え

ら
れ
ず
、
議
案
と
し
て
提
案

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

質
疑

質
疑

健康管理センター大規模改修工事 ため池浚せつ工事

○甲条地区屋敷付ため池浚渫工事
　土量2754㎥

7425万円
○本郷地区長助塚ため池2工区
　土量2512㎥

1億395万円
○本郷地区長助塚ため池１工区
　土量4175㎥

1億5180万円
○下高橋地区中島ため池２工区
　土量7461㎥

不承認の場合、町長は必要と認める措置を講じ議会へ報告

議員数の要件を満たさず、議会が
成立しない場合など

議会を招集する時間的余裕がない
ことが明らかである場合

議会が議決事項を議決しない場合

専
決
処
分

町
長

議
会

承
認
ま
た
は

不
承
認

ほかにも
専決処分

　募
集
・
条
件
が
大
き
く
変

わ
っ
て
お
り
、
時
間
的
余
裕

が
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
議

案
と
し
て
提
案
す
べ
き
。

時
採
用
を
決
め
た
。

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

地域おこし

　　　　　　協力隊とは ?

　おもに都市
部の人材

を地方が受け
入れ、地

域協力活動を
通じて定

住を図る取り
組み。人件

費はすべて国
からの交

付税でまかな
われます。
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松
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古
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橋

　直也

安
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一
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会
議
の
結
果

一般会計（第11号・専決）中央公民館の改修

一般会計（第1号・専決）子育て世帯支援

一般会計（第2号・専決）地域おこし協力隊

一般会計（第3号）

税条例の改正（専決）

国民健康保険税条例の改正（専決）

健康管理センター大規模改修工事、中央公民館テーブル・チェア取得

中島ため池浚せつ工事（2工区）、長助塚ため池浚渫工事（1、2工区）

屋敷付ため池浚渫工事（1工区）

菊池小増築工事、役場PC購入（7月臨時会）

人権擁護委員（1名）人 事

契 約

条例など

　特
別
支
援
学
級
の
増
加
と
、
今
後
の

学
級
数
増
加
に
よ
る
教
室
不
足
解
消
の

た
め
、
６
教
室
を
新
設
し
ま
す
。
建
築

場
所
は
北
校
舎
の
西
側
に
接
し
た
２
階

建
て
と
な
り
ま
す
。

　役
場
の
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る
た
め

38
台
を
購
入
し
ま
す
。

　7
月
３
日
に
臨
時
議
会
を
ひ
ら
き
、
菊
池
小
増
築

工
事
な
ど
２
件
の
契
約
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

町
が
出
費
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

どんな団体？

　地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉
法

人
で
、4
年
度
に
法
人
化
３０

年
を
迎
え
ま
し
た
。

どんな団体？

不承認

承認

承認

可決

承認

承認

可決

可決

可決

可決

適任
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－

－

－

－

－

－

－

－

○

－

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

－

×

○

×

○

○

×

○

×

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

×

○

×

○

○

×

○

×

○

○

－

　総
事
業
費
は
４
億
５
７
６
０
万
円

で
、う
ち
大
堰
、本
郷
保
育
園
の
運
営

費
が
82
％
を
占
め
ま
す
。令
和
４
年

度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

引
き
続
き
活
動
が
制
約
さ
れ
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
後
の
生
活
を
想
定
し
た

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　令
和
６
年
度
よ
り
本
格
実
施
す
る

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」へ
の

移
行
に
向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　４
年
度
の
葬
儀
施
行
件
数
は
６２
件

（
う
ち
大
斎
場
２６
件
）で
売
上
高
は
４

７
３
６
万
円
。町
へ
６
０
０
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
会
員
は

5
5
0
件
で
す
。

　５
年
度
は
、６０
件
の
葬
儀
施
行
と

売
上
高
４
5
0
０
万
円
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。平
成
２５
年
か
ら
の
寄
付

金
の
合
計
額
は
４
８
０
０
万
円
で

す
。

　現
在
、公
社
が
保
有
す

る
土
地
は
な
く
、現
金
や

資
本
金
が
6
7
3
9
万

円
、町
か
ら
の
長
期
借
り

入
れ
が
７
１
０
０
万
円

で
、差
し
引
き
純
資
産
は

３
６
１
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
祭
場
）

　中
央
公
民
館
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
取
得
契
約
や
、
町
税
条
例
の
改

正
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

課長

　学
童
保
育
の
送
迎
に
つ
い
て
は

給
食
室
横
で
の
待
機
を
考
え
て
い

る
。
教
室
ま
で
の
通
路
に
は
安
全
柵
を

設
け
る
な
ど
安
全
に
十
分
配
慮
す
る
。

　週
に
１
回
程
度
、
工
程
会
議
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
騒
音
、
振

動
な
ど
も
協
議
し
、
学
べ
る
環
境
を
で

き
る
だ
け
保
持
す
る
。

議員

工
事
期
間
中
、
工
事
車
両
の
出

入
り
な
ど
に
よ
る
学
童
保
育
の
送

迎
や
児
童
の
安
全
確
保
は
。
ま
た
、
騒

音
や
振
動
へ
の
対
応
は
。

副町長

　特
段
の
定
め
は
な
い
。
今
ま
で

３
社
以
上
の
見
積
も
り
を
取
り
、

平
均
的
な
価
格
で
設
定
し
て
い
る
。
物

品
購
入
な
ど
は
価
格
変
動
が
大
き
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
今
後
適
正
な
予
定
価

格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議員

予
定
価
格
に
対
し
て
入
札
価
格

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

予
定
価
格
設
定
の
設
定
方
法
は
。

２
億
６
３
０
１
万
円

菊
池
小
学
校
増
築
工
事

７
７
２
万
円

役
場
の
Ｐ
Ｃ
購
入
契
約

そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算
な
ど

条
例
改
正

人
事

　物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

低
所
得
世
帯
を
支
援

か
わ

　の

し
ず

　こ

川
野
静
子
さ
ん

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　上限
額
引
き
上
げ
な
ど

　昭和４９年に設立。公共事
業などのための土地を先行
取得したり、住宅用地や工
業用地を取得、造成、販売
するための公社。

どんな団体？
　　平成２４年に設立。町が建設した「大刀洗斎
場ふるさと」の指定管理を行っています。社長は
大浦副町長で、町の出資金は９百万円です。

平
山

反  

対

補
正
予
算

R4

R5

4800万円

　町
民
生
活
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
町
内
の
消
費

を
図
る
こ
と
で
経
済
を
下

支
え
し
事
業
者
を
支
援
し

ま
す
。

　８
月
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券

を
全
世
帯
に
配
布
し
、
使

用
期
間
は
９
月
か
ら
１
月

末
ま
で
で
す
。

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和
６

年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

全
住
民
に

半
額
割
引
ク
ー
ポ
ン
券

8100万円

　低
所
得
世
帯
の
児
童
1
人
あ

た
り
一
律
５
万
円
を
給
付
し
ま

す
。（
専
決
処
分
）

　国
保
税
の
な
か
で
後
期
高
齢
者
支

援
分
の
上
限
を
２
万
円
引
き
上
げ
22

万
円
と
し
ま
す
。

　国
保
税
額
の
議
案
は
、
臨
時
議
会

や
６
月
議
会
で
対
応
し
て
い
る
市
町

も
あ
り
、
専
決
処
分
で
は
な
く
議
案

と
し
て
提
案
す
べ
き
。

子
育
て
世
帯
を
支
援

1150万円

人権擁護委員

見本

﹇
７
月
臨
時
会
﹈
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会
議
の
結
果※議長は採決に加わりません（○…賛成、×…反対）

一般会計（第11号・専決）中央公民館の改修

一般会計（第1号・専決）子育て世帯支援

一般会計（第2号・専決）地域おこし協力隊

一般会計（第3号）

税条例の改正（専決）

国民健康保険税条例の改正（専決）

健康管理センター大規模改修工事、中央公民館テーブル・チェア取得

中島ため池浚せつ工事（2工区）、長助塚ため池浚渫工事（1、2工区）

屋敷付ため池浚渫工事（1工区）

菊池小増築工事、役場PC購入（7月臨時会）

人権擁護委員（1名）人 事

契 約

条例など

　特
別
支
援
学
級
の
増
加
と
、
今
後
の

学
級
数
増
加
に
よ
る
教
室
不
足
解
消
の

た
め
、
６
教
室
を
新
設
し
ま
す
。
建
築

場
所
は
北
校
舎
の
西
側
に
接
し
た
２
階

建
て
と
な
り
ま
す
。

　役
場
の
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る
た
め

38
台
を
購
入
し
ま
す
。

　7
月
３
日
に
臨
時
議
会
を
ひ
ら
き
、
菊
池
小
増
築

工
事
な
ど
２
件
の
契
約
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

町
が
出
費
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

どんな団体？

　地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉
法

人
で
、4
年
度
に
法
人
化
３０

年
を
迎
え
ま
し
た
。

どんな団体？
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で
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堰
、本
郷
保
育
園
の
運
営

費
が
82
％
を
占
め
ま
す
。令
和
４
年

度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

引
き
続
き
活
動
が
制
約
さ
れ
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
後
の
生
活
を
想
定
し
た

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　令
和
６
年
度
よ
り
本
格
実
施
す
る

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」へ
の

移
行
に
向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　４
年
度
の
葬
儀
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行
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数
は
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場
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）で
売
上
高
は
４
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円
。町
へ
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を
寄

付
し
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
会
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5
5
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で
す
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は
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行
と
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高
４
5
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を
目
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と
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い
ま
す
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成
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年
か
ら
の
寄
付

金
の
合
計
額
は
４
８
０
０
万
円
で

す
。

　現
在
、公
社
が
保
有
す

る
土
地
は
な
く
、現
金
や

資
本
金
が
6
7
3
9
万

円
、町
か
ら
の
長
期
借
り

入
れ
が
７
１
０
０
万
円

で
、差
し
引
き
純
資
産
は

３
６
１
万
円
の
マ
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ス

で
す
。
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会
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会

土
地
開
発
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た
ち
あ
ら
い（
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場
）

　中
央
公
民
館
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
取
得
契
約
や
、
町
税
条
例
の
改

正
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

　学
童
保
育
の
送
迎
に
つ
い
て
は

給
食
室
横
で
の
待
機
を
考
え
て
い

る
。
教
室
ま
で
の
通
路
に
は
安
全
柵
を

設
け
る
な
ど
安
全
に
十
分
配
慮
す
る
。

　週
に
１
回
程
度
、
工
程
会
議
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
騒
音
、
振

動
な
ど
も
協
議
し
、
学
べ
る
環
境
を
で

き
る
だ
け
保
持
す
る
。

議員

工
事
期
間
中
、
工
事
車
両
の
出

入
り
な
ど
に
よ
る
学
童
保
育
の
送

迎
や
児
童
の
安
全
確
保
は
。
ま
た
、
騒

音
や
振
動
へ
の
対
応
は
。

　特
段
の
定
め
は
な
い
。
今
ま
で

３
社
以
上
の
見
積
も
り
を
取
り
、

平
均
的
な
価
格
で
設
定
し
て
い
る
。
物

品
購
入
な
ど
は
価
格
変
動
が
大
き
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
今
後
適
正
な
予
定
価

格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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予
定
価
格
に
対
し
て
入
札
価
格

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
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る
が
、

予
定
価
格
設
定
の
設
定
方
法
は
。
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小
学
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事
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万
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の
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入
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本郷保育園

そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算
な
ど

条
例
改
正

人
事

　物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

　昭和４９年に設立。公共事
業などのための土地を先行
取得したり、住宅用地や工
業用地を取得、造成、販売
するための公社。

どんな団体？
　　平成２４年に設立。町が建設した「大刀洗斎
場ふるさと」の指定管理を行っています。社長は
大浦副町長で、町の出資金は９百万円です。

平
山

反  

対

補
正
予
算

R4

R5

　町
民
生
活
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
町
内
の
消
費

を
図
る
こ
と
で
経
済
を
下

支
え
し
事
業
者
を
支
援
し

ま
す
。

　８
月
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券

を
全
世
帯
に
配
布
し
、
使

用
期
間
は
９
月
か
ら
１
月

末
ま
で
で
す
。

　任
期
満
了
に
と
も
な
い
再
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和
６

年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　低
所
得
世
帯
の
児
童
1
人
あ

た
り
一
律
５
万
円
を
給
付
し
ま

す
。（
専
決
処
分
）

　国
保
税
の
な
か
で
後
期
高
齢
者
支

援
分
の
上
限
を
２
万
円
引
き
上
げ
22

万
円
と
し
ま
す
。

　国
保
税
額
の
議
案
は
、
臨
時
議
会

や
６
月
議
会
で
対
応
し
て
い
る
市
町

も
あ
り
、
専
決
処
分
で
は
な
く
議
案

と
し
て
提
案
す
べ
き
。

人権擁護委員

見本
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減額できないか調査中不法投棄などで
通行禁止にしている

通行止めにしている
町道の開放を 乳幼児保育料の無償化を

平田 康雄 議員
ひら た やす お

　乳
幼
児
保
育
料
を
無

償
化
で
き
な
い
か
。
第

１
子
を
半
額
補
助
、
第
２
子
以

降
は
無
償
と
す
る
こ
と
は
。

議員

　大
刀
洗
校
区
や
本
郷
校

区
に
町
立
公
園
や
遊
具
を

設
置
す
る
考
え
は
。

議員

　公
園
や
子
ど
も
広
場
、

遊
具
の
設
置
を
総
合
計
画

に
盛
り
こ
む
こ
と
は
。

議員

　無
償
化
は
困
難
だ
が
、

最
高
で
5
万
1
7
0
0

円
と
い
う
保
育
料
は
子
育
て
世

帯
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
が
重

す
ぎ
る
と
考
え
て
い
る
。
保
育

料
の
減
額
が
で
き
な
い
か
、
近

町長議員

議員

　他
市
町
村
の
独
自
の

施
策
な
ど
を
調
査
す
る
。

課長

　地
域
か
ら
の
要
望
に

も
と
づ
き
、
担
当
課
か

ら
計
画
に
追
加
す
る
旨
の
申
し

出
な
ど
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

課長

公
園
や
遊
具
を

　設置
す
る
考
え
は

町
長
公
園
を
新
設
す
る

　
　考
え
は
な
い

議員 自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　購入
へ
助
成
を

公
園
の
古
い
遊
具
を
新
し

い
遊
具
に
更
新
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
公
園
も
遊
具

も
な
い
大
刀
洗
校
区
は
ど
う

す
る
の
。

　
道
路
も
不
法
投
棄
も
行

政
の
責
務
。
常
に
町
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
で
き

な
い
理
由
を
で
き
る
に
。

前
向
き
な
発
想
を
。

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会事務局、各校区センターで

もご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

一 般 問質
町政を問う！

議員

　子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
の
設
置
に
あ
わ

せ
、支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

議員

含
め
、
内
部
で
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議員

償
化
や
２
人
目
の
半
額
補
助
、

副
食
費
補
助
な
ど
行
っ
て
い
る
。

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
新
た
な

施
策
を
講
じ
る
計
画
は
な
い
。
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減額できないか調査中不法投棄などで
通行禁止にしている

町長町長

通行止めにしている
町道の開放を 乳幼児保育料の無償化を

すくすくと育ってほしい（海の星保育園）

どうする？開かずの町道

議員

議員

議員

隣
市
町
村
の
動
向
な
ど
を
調
査

し
て
い
る
。　本

郷
の
栄
田
橋
か
ら

目
北
橋
区
間
の
町
道
出

入
口
に
バ
リ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
、

車
両
が
通
行
で
き
な
い
。
道
路

管
理
者
で
あ
る
町
長
の
見
解
は
。

議員

議員

　冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な

ど
の
不
法
投
棄
や
ご
み

の
焼
却
も
多
く
、
河
川
の
環
境

を
考
慮
し
、
国
交
省
と
協
議
し

町長

　い
つ
で
も
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
河

川
環
境
が
悪
化
す
る
の
で
は
と

い
う
地
元
の
懸
念
も
あ
る
。
地

域
で
通
行
で
き
た
ほ
う
が
よ
い

と
い
う
結
論
が
あ
れ
ば
、
国
交

省
と
協
議
を
す
る
。

町長

教育長

　新
た
に
公
園
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
が
、

本
郷
校
区
の
運
動
公
園
の
遊
具

を
今
年
度
に
更
新
す
る
。

町長

　中
学
生
に
は
す
で
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
布
し

て
い
る
。
小
学
校
で
は
、

P
T
A
な
ど
か
ら
補
助
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

町長 公
園
や
遊
具
を

　設置
す
る
考
え
は

　
自
転
車
を
使
用
す
る

場
合
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

　
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
の
割

合
も
高
く
、
小
学
生
の
事
故
も

心
配
し
て
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
購
入
に
全
額
補
助
か
一
部
で

も
補
助
で
き
な
い
か
。

議員 自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　購入
へ
助
成
を

町
長
独
自
の
補
助
は

  

考
え
て
い
な
い

公
園
の
古
い
遊
具
を
新
し

い
遊
具
に
更
新
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
公
園
も
遊
具

も
な
い
大
刀
洗
校
区
は
ど
う

す
る
の
。

　
道
路
も
不
法
投
棄
も
行

政
の
責
務
。
常
に
町
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
で
き

な
い
理
由
を
で
き
る
に
。

前
向
き
な
発
想
を
。

コチラ

コチラ

東 義一 議員  議員  
ひがしよしかず

一 般 問質
町政を問う！

　乳
幼
児
を
対
象
と
し

た
町
独
自
の
施
策
や
、

新
た
な
施
策
を
講
じ
る
計
画
は
。

議員

議員

　大
刀
洗
校
区
の
総
意

と
し
て
遊
具
設
置
の
要

望
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
も

町長

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　大
刀
洗
校
区
に
も
近
代

的
な
児
童
遊
具
の
設
置
を
。

議員

　町
の
保
育
料
は
国
基

準
の
４
割
か
ら
６
割
を

減
額
し
て
い
る
。
ま
た
、
乳
幼

児
保
育
料
の
３
人
目
か
ら
の
無

　道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

と
も
に
年
間
２
回
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　地
元
農
業
者
の
利
便
性
や
、

付
近
の
県
道
交
差
点
の
交
通
渋

滞
を
考
え
る
と
、
不
法
投
棄
を

理
由
に
封
鎖
す
る
と
い
う
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。

　独
自
の
補
助
は
考
え
て
い
な

い
が
、6
月
議
会
に
プ
レ
ミ
ア

ム
ク
ー
ポ
ン
券
の
予
算
を
上
程

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　そ
の
ほ
か
に
、
職
員
の
事

務
改
善
制
度
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

て
通
常
の
車
両
の
通
行
を
禁
止

し
て
い
る
。
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徴収の方向で対応する町長検討すべき事項と思う多目的トイレに
設置している

小・中学校の給食費の無償化を 道路占用料の徴収を男性トイレにも
サニタリーボックスを

　道
路
占
用
許
可
の

対
象
と
な
る
物
件
と

許
可
基
準
、
過
去
３
年
間
の
許

可
件
数
は
。

議員

　小
郡
市
や
筑
前
町

な
ど
周
辺
自
治
体
で

は
徴
収
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
本
町
で
も
徴
収
と
免
除
を

明
確
に
し
た
条
例
を
制
定
し
徴

収
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議員

道
路
法
の
規
定
で

は
、
道
路
管
理
者
は
占

用
料
を
徴
収
で
き
る
と
な
っ
て

い
る
が
町
の
対
応
は
。

議員

電
柱
、
電
線
、
上
下

水
道
な
ど
が
対
象
物
件

で
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が

な
く
公
益
上
や
む
を
得
な
い
場

合
に
許
可
。
過
去
3
年
間
の
許

可
件
数
は
1
9
9
件
。

課長

基
本
的
に
は
徴
収
し

て
い
な
い
が
、
今
ま
で

の
経
緯
を
整
理
し
、
徴
収
す
る

方
向
で
検
討
す
る
。

町長

子
育
て
政
策
の
な
か

で
、
食
育
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

議員議員

　健
全
な
育
成
に
向
け

た
教
育
の
一
貫
と
し
て
、

食
育
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
栄
養
教
諭
を
中
心

に
学
校
給
食
の
充
実
を
は
じ
め
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教育長

　ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
財
源
に
、
小

中
学
校
の
給
食
費
を
、
国
に
先

が
け
て
無
償
化
で
き
な
い
か
。

議員

　他
自
治
体
の
動
向
と

国
の
異
次
元
の
子
育
て

の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
教
育
委
員
会
と
も
十
分

相
談
し
た
い
。

町長

議員議員

議員議員

　毎
年
同
じ
よ
う
な
要

望
は
上
げ
て
い
な
い
が
、

過
去
に
要
望
し
て
お
り
、
緊
急

対
応
の
確
認
は
し
て
い
る
。

　地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
て
再

度
提
出
し
た
い
。

課長

　河
川
事
務
所
と
は
、

毎
年
要
望
や
課
題
な
ど

を
協
議
し
て
い
る
。

町長

議員

　小
石
原
川
、
栄
田

橋
上
流
は
県
の
管
理

に
な
る
が
、
護
岸
強
化
工
事
な

ど
の
要
望
は
久
留
米
県
土
整
備

事
務
所
に
毎
年
お
こ
な
っ
て
い

る
か
。

議員

　人
口
の
増
減
が
す
べ

て
で
は
な
く
、
住
み
や

す
い
地
域
を
自
ら
が
つ
く
り
、

将
来
も
住
み
続
け
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
い
う
地
域
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
る
。

　交
通
の
利
便
性
の
確
保
、
公

共
交
通
の
維
持
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
の
将
来
像
や
あ
り
か
た
を

と
も
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

町長

　認
識
不
足
も
あ
っ
た

が
、
当
然
占
用
料
を
徴

収
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
指
摘

の
点
も
踏
ま
え
対
応
す
る
。

町長

　人
口
の
増
減
や
出
生

率
、
町
内
事
業
所
の
従

業
員
数
や
情
報
発
信
は
目
標
を

上
回
っ
て
い
る
。
人
口
増
減
の

地
域
間
格
差
や
、
将
来
も
住
み

続
け
た
い
割
合
が
目
標
に
届
か

ず
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町長

　よ
か
ま
ち
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

議員 人
口
な
ど
の
地
域
格
差

　
　
　
　への
対
応
を

町
長
将
来
像
を

地
域
と
と
も
に
考
え
る

栄
田
橋
上
流
の

護
岸
工
事
要
望
を

防
災
士
会
の
設
立
を

野瀬 繁隆 議員
の　せ しげたか

　
町
民
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
公
有
地
の
占
用
や
使

用
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

料
金
を
徴
収
し
、
町
の
財

源
と
す
べ
き
で
は
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
「
災
害
に
待
っ
た
な

し
！
」町
内
の
危
険
箇
所
は
、

県
や
国
へ
改
善
要
望
を
毎

年
提
出
し
、
予
算
確
保
に

努
め
て
ほ
し
い
！

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
多
目
的
ト
イ
レ
で
は
な

く
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

と
言
っ
た
の
で
す
が
、
意
図

を
伝
え
る
の
は
難
し
い
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　人
口
減
少
、高
齢
化
、

空
き
家
の
増
加
な
ど
地

域
間
格
差
へ
の
対
応
は
。

議員

　そ
の
ほ
か
に
、
陣
屋
川
・

大
刀
洗
川
の
整
備
や
選
挙
啓

発
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

増水した小石原川

必要な人も少なくない
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高橋 直也 議員
たかはし なお や

隠塚 春子 議員
おんつか はる こ

徴収の方向で対応する検討すべき事項と思う町長多目的トイレに
設置している

町長

小・中学校の給食費の無償化を 道路占用料の徴収を男性トイレにも
サニタリーボックスを

議員

議員 議員

小
学
校
月
9
0
0
円

を
千
円
、
中
学
校
５
０

０
円
を
千
円
に
補
助
を
増
額
。

要
保
護
・
準
要
保
護
で
の
給
食

費
は
保
護
者
負
担
額
が
実
質
無

料
の
形
で
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

課長 議員

心
身
の
健
全
な
育
成

に
必
要
な
学
校
給
食
に

対
す
る
援
助
は
。

議員

議員

　膀
胱
が
ん
や
前
立
腺

が
ん
な
ど
で
、
男
性
も

尿
取
り
パ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い

る
人
が
い
て
、
外
出
先
で
捨
て

る
場
所
が
な
く
困
っ
て
い
る
。

　講
演
会
な
ど
に
参
加
し
た
い

場
合
や
、
災
害
時
の
避
難
に
も

二
の
足
を
踏
む
こ
と
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。

　公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
考
え
は
。

議員

　多
目
的
ト
イ
レ
に
設

置
し
て
い
る
の
は
当
然
。

外
見
が
健
常
者
に
見
え
る
人
は

利
用
し
に
く
い
。
せ
め
て
男
性

議員

　多
目
的
ト
イ
レ
に
設

置
し
て
い
る
の
で
、
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長

　ど
う
い
う
形
で
あ
れ

ば
、
気
兼
ね
な
く
利
用

で
き
る
の
か
考
え
た
い
。

課長

防
災
士
の
育
成
補
助

で
、
資
格
を
取
得
し
た

人
た
ち
の
活
動
状
況
は
。

議員

防
災
士
の
つ
ど
い
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
情

報
の
共
有
化
や
協
力
体
制
を
図

る
た
め
に
も
、
防
災
士
会
を
立

ち
上
げ
て
は
。

議員

小
石
原
川
の
江
戸
橋

下
流
の
河
川
拡
幅
工
事

な
ど
の
計
画
は
、
国
交
省
筑
後

川
河
川
事
務
所
と
町
と
で
情
報

共
有
し
て
い
る
の
か
。

議員

議員

　自
主
防
災
会
独
自
に

訓
練
や
研
修
会
な
ど
を

実
施
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

防
災
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

　防
災
士
会
に
つ
い
て
は
、
防

災
士
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
た
う

え
で
判
断
し
た
い
。

町長

　自
主
防
災
会
の
会
員

と
し
て
、
防
災
訓
練
、

防
災
備
品
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

町長 議員 人
口
な
ど
の
地
域
格
差

　
　
　
　への
対
応
を

栄
田
橋
上
流
の

護
岸
工
事
要
望
を

課
長
要
望
書
を

　
　県に
提
出
す
る

防
災
士
会
の
設
立
を

町
長
意
見
を
聞
い
て

　
　
　判断
し
た
い

　
町
民
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
公
有
地
の
占
用
や
使

用
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

料
金
を
徴
収
し
、
町
の
財

源
と
す
べ
き
で
は
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
「
災
害
に
待
っ
た
な

し
！
」町
内
の
危
険
箇
所
は
、

県
や
国
へ
改
善
要
望
を
毎

年
提
出
し
、
予
算
確
保
に

努
め
て
ほ
し
い
！

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
多
目
的
ト
イ
レ
で
は
な

く
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

と
言
っ
た
の
で
す
が
、
意
図

を
伝
え
る
の
は
難
し
い
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議員

　そ
の
ほ
か
に
、
国
際
交
流

の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

用
ト
イ
レ
の
一
カ
所
だ
け
で
も

設
置
す
る
か
、
多
目
的
ト
イ
レ

に
設
置
し
て
い
る
の
で
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
と
い
う
よ
う
な

表
示
を
で
き
な
い
か
。

を
伝
え
る
の
は
難
し
い
。
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他の自治体を調査したい教育長

義務教育や
高等教育へも支援を

　医
療
費
助
成
な
ど
、

町
独
自
の
子
育
て
支

援
は
大
い
に
評
価
し
た
い
。

い
っ
ぽ
う
、
憲
法
で
は
義
務
教

育
は
無
償
と
し
て
い
る
の
に
、

教
材
や
学
用
品
な
ど
で
負
担
が

大
き
い
。
実
情
や
対
策
は
。

議員

　大
学
や
専
門
学
校
の

学
費
が
高
す
ぎ
て
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
学
業
に
集

中
で
き
な
い
な
ど
の
切
実
な
声

が
多
い
。
県
内
で
は
独
自
の
奨

学
金
制
度
を
実
施
す
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
当
町
は
。

議員

文
科
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
給
食
費
や
習
い

事
を
含
め
た
保
護
者
負
担
は
小

学
校
で
35
万
円
、
中
学
校
で
53

万
円
で
あ
り
、
5
年
前
と
比
較

し
て
1
割
ほ
ど
負
担
増
と
な
っ

て
い
る
。
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
し
ば
ら
く
調
査
の
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

教育長

　他
の
市
町
村
の
例
も

見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
形
が
適
切
か
考
え
た
い
。

課長

　県
が
実
施
し
て
い
る

奨
学
金
を
案
内
し
て
い

る
が
、
独
自
の
制
度
は
今
後
調

査
し
た
い
。

課長

　現
在
の
と
こ
ろ
町
内

で
誤
っ
た
処
理
や
相
談

は
な
い
。今
後
も
国
に
意
見
を
述

べ
る
体
制
が
と
ら
れ
る
よ
う
要

請
す
る
。

課長

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は

他
人
の
情
報
が
漏
え
い

し
た
り
、
健
康
保
険
証
を
ひ
も

つ
け
る
な
ど
問
題
が
噴
出
し
て

い
る
。
町
民
の
情
報
を
守
る
た

め
に
も
対
応
が
必
要
で
は
。

議員 個
人
情
報
の
諸
問
題

　
　
　

  

へ
の
対
応
は

課
長
町
内
で
は
誤
っ
た

　
　
　処理
は
な
い

平山 賢治 議員
ひらやま けん じ

　
子
育
て
財
源
の
混
乱
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
自
衛
隊

名
簿…

問
題
は
全
部
国
か

ら
降
っ
て
き
ま
す
。
国
政

の
転
換
も
必
要
で
す
。

・
1
つ
の
た
め
池
を
2
工
区
に
分
け

て
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、
割
高
に

な
る
の
で
は
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　大
刀
洗
町
で
は
18
歳

の
住
民
名
簿
を
自
衛
隊

に
情
報
提
供
し
て
お
り
、
今
年

度
は
提
供
を
の
ぞ
ま
な
い
人
は

除
外
申
請
を
と
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
た
が
、
も
と
も

と
提
供
す
べ
き
で
な
い
の
で
は
。

除
外
申
請
は
、
せ
め
て
対
象
者

全
員
に
ハ
ガ
キ
で
案
内
を
。

議員手 話 通訳あります
本会議などに手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局
℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

声 の議会だより
お届けします

今
年
も
４
カ
所
で
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、各
委
員
会
を
中
心
に
調
査
中
で
、９

月
上
旬
に
は
議
会
と
し
て
の
回
答
を
ま
と

め
、町
長
に
対
し
て
も
今
後
の
町
政
に
生

か
す
よ
う
提
言
し
ま
す
。

　さ
て
、任
期
満
了
ま
で
２
カ
月
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。現
体
制
で
発
行
す
る
議
会
だ

よ
り
は
今
号
が
最
後
と
な
り
ま
す
。コ
ン

ク
ー
ル
の
評
価
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
こ
と

な
く
、議
会
の
活
動
が
充
実
し
て
こ
そ
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

議
長

　安丸  

眞一郎

　６月27日に５名の議会モニターさん
から６月議会の運営に関する御意見をお
聞かせいただきました。
　再調査が必要な意見は議会へ持ち帰
り、運営改善や政策提言に生かします。

　町
の
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
の
持
続
可

能
な
取
り
組
み
に
な

ら
な
い
と
、
行
政
運

営
は
成
り
立
た
な
い
。

十
分
な
財
源
論
議
を
。

　議
会
だ
よ
り
は
、町
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
出
て
、

ど
の
よ
う
な
名
目
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か

り
や
す
い
紙
面
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

モニターさんと
意見交 換

こ
ん
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

傍
聴
席
か
ら
の
声

た
め
池
の
工
区
分
割
は

・
確
か
に
割
高
に
な
り
ま
す
が
、
町

内
業
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
工

区
を
２
つ
に
分
け
て
入
札
さ
れ
た

と
の
答
弁
で
し
た
。

◆
議
会
か
ら

　専
決
処
分
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

議
論
が
あ
っ
て
不
承
認
と
な
り
ま
し

た
が
、そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

専
決
処
分
が
不
承
認
と
な
っ
た
が
？

　不
承
認
と
な
っ
て
も
効
力
は
失
わ

れ
ま
せ
ん
が
、
予
算
が
関
係
す
る
場

合
は
、
町
長
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

対
応
を
議
会
に
報
告
す
る
義
務
が
生

じ
ま
す
。

＊
6
月
28
日
に
町
か
ら
「
不
承
認
に

至
っ
た
経
緯
」
や
「
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
議
会
か
ら

　協
力
隊
は
3
0
0
万
円
予
算
化
さ

れ
て
い
る
が
、
町
の
利
益
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
慶
応
大
学
の
学

生
と
の
こ
と
だ
が
、
協
力
隊
は
定
住

目
的
の
は
ず
で
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
り
方
は

　協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た
の
が
、
た

ま
た
ま
慶
応
大
学
の
大
学
院
生
と
い

う
説
明
で
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

大
刀
洗
町
の
将
来
像
に
取
り
組
む
と

の
こ
と
で
す
。

◆
議
会
か
ら

の
転
換
も
必
要
で
す
。

女
性
議
員
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。
行

政
ト
ッ
プ
の
町
長
か

ら一
言
コ
メ
ン
ト
を

期
待
。

　傍聴者への資料貸し
出しや録画配信の迅速
化など、かねてからの
要望をもとに改善して
もらったことを評価し
ます。

　議員が意見を言っても、
それは住民の意見ではな
いというような捉え方を
されているように感じま
す。しっかり議論を。

　モニター会議で議員
と政策論議ができるの
はいいことだと思いま
す。もっと多くの住民に
参加してほしい。
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他の自治体を調査したい

義務教育や
高等教育へも支援を

議員議員

議員 個
人
情
報
の
諸
問
題

　
　
　

  

へ
の
対
応
は

　
子
育
て
財
源
の
混
乱
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
自
衛
隊

名
簿…

問
題
は
全
部
国
か

ら
降
っ
て
き
ま
す
。
国
政

の
転
換
も
必
要
で
す
。

・
1
つ
の
た
め
池
を
2
工
区
に
分
け

て
入
札
さ
れ
て
い
る
が
、
割
高
に

な
る
の
で
は
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議員手 話 通訳あります
本会議などに手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局
℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

声 の議会だより
お届けします

今
年
も
４
カ
所
で
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、各
委
員
会
を
中
心
に
調
査
中
で
、９

月
上
旬
に
は
議
会
と
し
て
の
回
答
を
ま
と

め
、町
長
に
対
し
て
も
今
後
の
町
政
に
生

か
す
よ
う
提
言
し
ま
す
。

　さ
て
、任
期
満
了
ま
で
２
カ
月
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。現
体
制
で
発
行
す
る
議
会
だ

よ
り
は
今
号
が
最
後
と
な
り
ま
す
。コ
ン

ク
ー
ル
の
評
価
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
こ
と

な
く
、議
会
の
活
動
が
充
実
し
て
こ
そ
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

議
長

　安丸  

眞一郎

　６月27日に５名の議会モニターさん
から６月議会の運営に関する御意見をお
聞かせいただきました。
　再調査が必要な意見は議会へ持ち帰
り、運営改善や政策提言に生かします。

　町
の
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
の
持
続
可

能
な
取
り
組
み
に
な

ら
な
い
と
、
行
政
運

営
は
成
り
立
た
な
い
。

十
分
な
財
源
論
議
を
。

　議
会
だ
よ
り
は
、町
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
出
て
、

ど
の
よ
う
な
名
目
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
分
か

り
や
す
い
紙
面
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

モニターさんと
意見交 換

こ
ん
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

傍
聴
席
か
ら
の
声

た
め
池
の
工
区
分
割
は

・
確
か
に
割
高
に
な
り
ま
す
が
、
町

内
業
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
工

区
を
２
つ
に
分
け
て
入
札
さ
れ
た

と
の
答
弁
で
し
た
。

◆
議
会
か
ら

　専
決
処
分
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

議
論
が
あ
っ
て
不
承
認
と
な
り
ま
し

た
が
、そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

専
決
処
分
が
不
承
認
と
な
っ
た
が
？

　不
承
認
と
な
っ
て
も
効
力
は
失
わ

れ
ま
せ
ん
が
、
予
算
が
関
係
す
る
場

合
は
、
町
長
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

対
応
を
議
会
に
報
告
す
る
義
務
が
生

じ
ま
す
。

＊
6
月
28
日
に
町
か
ら
「
不
承
認
に

至
っ
た
経
緯
」
や
「
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
議
会
か
ら

　協
力
隊
は
3
0
0
万
円
予
算
化
さ

れ
て
い
る
が
、
町
の
利
益
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
慶
応
大
学
の
学

生
と
の
こ
と
だ
が
、
協
力
隊
は
定
住

目
的
の
は
ず
で
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
り
方
は

　協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た
の
が
、
た

ま
た
ま
慶
応
大
学
の
大
学
院
生
と
い

う
説
明
で
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

大
刀
洗
町
の
将
来
像
に
取
り
組
む
と

の
こ
と
で
す
。
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女
性
議
員
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。
行

政
ト
ッ
プ
の
町
長
か

ら一
言
コ
メ
ン
ト
を

期
待
。

　傍聴者への資料貸し
出しや録画配信の迅速
化など、かねてからの
要望をもとに改善して
もらったことを評価し
ます。

　議員が意見を言っても、
それは住民の意見ではな
いというような捉え方を
されているように感じま
す。しっかり議論を。

　モニター会議で議員
と政策論議ができるの
はいいことだと思いま
す。もっと多くの住民に
参加してほしい。
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建設経済委員会

総務文教厚生委員会

委 員 会 レポート

町内の防災工事や計画の現状は

ため池浚せつ工事の現状は

水防計画の今後は？

不登校への対応、支援策の状況

教育支援や子ども基本条例を調査

5 11

　　　
　４年度の不登校数は小学校では約2％、中学
生は約7％とのことです。不安などがおもな要
因となっていると報告を受けました。
　スクールソーシャルワーカーを配置するな
どの支援を行い、解消数も増えていますが、人
員配置や予算措置も含め、近隣自治体の状況
も調査課題としてとらえる必要があるのでは
ないかという意見が出されました。

5 18

宗像市の子ども基本条例を学ぶ
　　　
　宗像市では平成２４年に条例が施行さ
れ、「子どもの権利」「大人の責務」を明記

し、子どもにやさしいまちづくりを目指した
取り組みが行われていました。

5 19

議会改革特別委員会 議員の待遇や改革の取り組みは

5/8 福岡県小郡市議会

6/29 岡山県美咲町議会

5/17 岩手県雫石町議会

7/7 熊本県上天草市議会

7/20 和歌山県かつらぎ町議会

7/12 鹿児島県指宿市議会

　　　
　令和４年度の工事完了報告と５年度計画
について説明を受け、工期の設定、残土処
理に関する意見が出されました。

　町の水防計画について、指定避難所の見
直し、防災行政無線や防災ラジオの活用な
ど情報伝達の強化、実情に合った水防計画
の見直しなどの意見が出されました。
　４月より運用が開始された防災行政無線
の親局の機器類を調査し、その後小石原川
に架かる目北橋（栄田）の基礎部分を補強
する工事を視察しました。なお、工事は５月
末で完了し、6月より通行止めも解除されて
います。

政務活動費の実情は
　基本条例を受けて、翌27年度から制度を
開始しました。月1万5000円とし、年度初め
に一括交付して年度末の清算としています。
　おもな使い道としては研修費が多く、その
成果を一般質問で政策提言するなど、議員
の政策能力向上に役立っているとのことでし
た。

政務活動費の実情は
　基本条例の制定にあわせ平成26年から実
施。政務活動費や報酬に関する厳しい見方
もありましたが、研修などに活用し、目に見
える形で議会の能力向上を図ることが重要
と考え実施に至りました。
　やはり研修を受講することによる議員の
能力向上と政策提言の増が大きな効果との
ことです。若手議員育成の一面もあるとのこ
とでした。

沖縄県嘉手納町議会　　　
　嘉手納町は町の面積のうち82％が米軍基
地で占められ、騒音、防衛政策などが町の
重要課題となっています。
　議会報告会は平成22年から実施し、報告
会で出された意見は各委員会に振り分けて
回答を作成し公開しています。

4 25
か　で な

4 26 沖縄県南風原町議会
は    え  ばる

野瀬委員長

東委員長

　　水防計画の策定にあ
たっては、毎年の災害の実
情に応じた避難所のあり方
や、重要水防個所などもあ
わせて見直す必要があると
考えます。

広報委員会

　議会だより作成のほか、議会ホームペー
ジの充実をめざし、議会関係の要綱や法令
の公開、議会改革のあゆみや視察受け入れ
実績など、コンテンツの充実を進めていま
す。今後は議員の紹介動画など、デジタル
媒体の活用なども検討中です。
　また、広報活動について、多くの議会から
視察を受けています。

　　子どもの権利条例につ
いては、引き続き調査研究
し、提言につなげたいと考
えます。

高橋委員長

　　政務活動費は、政策提言能
力を高める点からも導入に検
討の余地があります。次期の議
会へ申し送ります。

おごおり

み  さき

かみあまくさ

いぶすき

しずくいし

視察を受け入れました

　　　
　那覇市に隣接し、人口は4万人で増加傾向
です。
　平成26年に議会基本条例を施行し、議会
報告会を大型スーパーで実施するなど積極
的な広報活動が実践されていました。出さ
れた意見は全議員に諮って町長に提出しま

す。町長からの回答は議会だよりなどで公
表します。

ココを
生かす

ココを
生かす

ココを
生かす
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次回定例会の予定

9月4日（月）
　　　　   ～11日（月）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

9月6日（水）、7日（木）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

聞き手から
（平山）

　空き
物
件
の
活
用

は
面
白
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
若

い
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
も
可
能
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

地
域
全
体
で

　
　
　空き
家
の
活
用
を

西
本
郷
城
戸
美
来
さ
ん（
17
歳
）

き

　
ど

み  

ら
い

商
業
高
校
の
3
年
生
で
、
大
学
進

学
に
向
け
て
勉
強
中
で
す
。
小
学
校

の
時
に
出
会
っ
た
先
生
が
、
生
徒
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
の

で
、
将
来
は
そ
の
よ
う
な
学
校
の
先

生
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　い
ま
は
英
検
や
簿
記
な
ど
の
資
格

挑
戦
や
、
バ
ス
ケ
部
で
の
体
力
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

近
況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
が
あ
た
た
か
く
、
小
学
生
の
時

か
ら
地
域
の
人
に
ず
っ
と
優
し
く
接

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　い
っ
ぽ
う
、
町
内
で
空
き
店
舗
や

空
き
家
を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
の
で

も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
所
有

者
ま
か
せ
で
は
な
く
、
地
域
や
公
共

で
活
用
を
考
え
た
り
す
れ
ば
も
っ
と

町
が
明
る
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
夜
の
道
が
暗
く

回
り
道
を
し
て
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
防
犯
灯
を
も
っ
と
増
や
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

大
刀
洗
町
の
魅
力
や
課
題
は
。

家
で
両
親
と
「
社
会
が
こ
う
な
れ

ば
い
い
」
と
い
う
話
を
す
る
こ
と
が

あ
り
、
政
策
を
調
べ
て
投
票
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
だ

け
で
な
く
、
行
動
が
と
も
な
う
人
を

選
び
た
い
で
す
。

　政
策
で
は
、
学
費
や
奨
学
金
な
ど

18
歳
に
な
る
と
選
挙
権
を
得
ま
す
が
。

教
育
の
こ
と
や
、
税
制
に
も
興
味
が

あ
り
ま
す
。
平
均
的
な
家
庭
で
も
学

費
の
負
担
は
重
い
で
す
。
ま
た
、
高

校
で
税
に
つ
い
て
の
授
業
が
あ
り
、

消
費
税
が
公
平
な
の
か
疑
問
に
感
じ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　任期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、現

メ
ン
バ
ー
で
の
発
行
は
こ
の
号
が
最

後
と
な
り
ま
す
。こ
の
4
年
間
も
、

議
会
の
よ
う
す
や
皆
さ
ん
の
声
を

分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
腐
心
し
て
き
ま
し
た
。議
会
だ

よ
り
が
、住
民
の
皆
さ
ん
の
政
治
参

加
を
う
な
が
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
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選挙へ
Go！


